
熊本大学 学士課程教育の方針 
 

卒業認定・学位授与の方針 DP（ディプロマ・ポリシー） 

熊本大学の教育目標に鑑み、所定の単位を修得し、以下の資質・能力を身に付けた者に学士の学位を授与します。 

・深い教養と高い専門性を基に我が国や国際社会の発展に貢献（寄与）するための論理的な思考ができる。 

・多様な文化や価値観を持った人々と知性的なコミュニケーションを取ることができる。 

・社会情勢の変化を理性的に察知し、社会の抱える課題解決に自らの専門力を応用できる。 

 

熊本大学学士課程教育に期待される学修成果 

豊かな教養 

教養ある社会人に必要な文化・社会や自然・生命に関する一般的知識を身に付け、異なる思考様式を理解し、

知を高めていく主体的な学修態度が備わっている。 

確かな専門性 

自らの専門分野の理論・概念や方法論に関する基本的知識を身に付け、当該分野の情報・データを活用し、問

題解決のために応用できる。 

創造的な知性 

自分で課題を発見し、解決のために必要な調査・研究及び実践に個人やチームで取組み、その成果を論理的に

発表・討議する能力を持っている。 

社会的な実践力 

社会に対する幅広い関心を持ち、人々や社会との関わりの中で自分を見つめ、市民や職業人として必要なコミ

ュニケーション能力、倫理観を身に付け、将来進むべき道を探索し、社会に貢献する意欲を持っている。 

グローバルな視野 

国際社会に積極的に参加するために必要な外国語運用能力と異なる価値観や文化に対する理解力を持ち、国

際感覚を身に付けている。 

情報通信技術の活用力 

デジタル化が進む社会に対応するために必要な知識・技能・倫理を身に付けている。 

汎用的な知力 

あらゆる専門分野や社会生活の基盤として求められる読解力、文章表現力、数的処理能力を身に付けている。 

 

教育課程編成・実施の方針 CP（カリキュラム・ポリシー） 

熊本大学の目標を達成するために、学術性の高い教養教育、高度な専門教育及び地域の歴史・自然・文化に対

する理解を深める教育を提供しています。各教育課程では、以下の方針に基づき教育カリキュラムを編成していま

す。 

・問題の本質を見極め論理的思考に基づき解決に導くために教養と専門をバランス良く学ぶことができる。 

・多様な文化や価値観を知り、グローバルな視点で考え、国際社会やその中にある地域で知性的に行動をする

ための知識と技能を身に付けることができる。 

・自ら目標を設定し、生涯に亘って様々な人々と協働して主体的に学ぶ姿勢を身に付けることができる。 

教育カリキュラムにおいては、講義・演習・実験・実習・実技等の様々な方法・形態により授業を行い、学生が主体

的・能動的に学ぶことができるものとします。また、学修成果の評価は、各能力における学修目標に対する客観性

ある評価基準に基づいて行います。 

 

 

 

 



入学者受入れの方針 AP（アドミッション・ポリシー） 

熊本大学では次のような人を求めます。 

・主体的な学びを通して高い教養と専門性を身に付け、人類社会の発展に貢献したいと思う人 

・多様な文化や価値観を寛容に受け入れ、理性的判断に基づく対話ができる人 

・新しい課題に意欲的に取り組み、理性ある行動ができる人 

・グローバルな視野を持ちつつ、地域社会や世界が抱える課題の解決に貢献する意欲を持つ人 

以上の学生を選抜するための基本方針として、複数の受験機会や多様な学生を評価できる入試を提供します。 


